
令
和
５
年
度
各
会
計

決
算
を
認
定
し
ま
し
た

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
４
会

計
お
よ
び
企
業
会
計
２
会
計
を

認
定
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の

主
な
質
疑
お
よ
び
各
会
計
決
算

状
況
に
つ
い
て
は
６
・
７
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
・
中
学
校
の
施
設
を

地
域
に
開
放
し
ま
す

　
小
・
中
学
校
の
施
設
を
地
域

に
開
放
す
る
た
め
、
学
校
の
校

庭
や
体
育
館
の
利
用
時
間
や
使

用
料
な
ど
を
条
例
で
定
め
ま
し

た
。
詳
細
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

※
よ
し
タ
ク
助
成
金
を

増
額
し
ま
す

増
額
補
正　
３
０
８
万
円

　
令
和
６
年
度
よ
り
、
タ
ク
シ

ー
利
用
助
成
券
に
つ
い
て
、
最

大
利
用
枚
数
が
２
枚
か
ら
４
枚

へ
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
る
利
用
増
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
助
成
金
の
増
額
を
行
い

ま
し
た
。

高
齢
者
・
受
験
生
の

予
防
接
種
を
助
成
し
ま
す

増
額
補
正　
４
４
０
０
万
円

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
重
症

化
の
リ
ス
ク
の
あ
る
60
歳
以
上

の
人
へ
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
が
、

10
月
よ
り
開
始
さ
れ
ま
す
。
助

成
に
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
は
自
己
負
担
３
千
円
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
千
円
で
接
種
可

能
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
受
験
生
へ
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
と
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
額
の
一
部
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
ま
す
。

吉岡中体育館

生
ご
み
処
理
機

購
入
補
助
を
拡
充
し
ま
す

増
額
補
正　
１
０
０
万
円

　
生
ご
み
減
量
の
普
及
啓
発
を

目
的
に
、
電
動
式
生
ご
み
処
理

機
の
購
入
補
助
金
の
増
額
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
電
動
式
は

高
額
の
た
め
、
補
助
率
を
２
分

の
１
か
ら
５
分
の
４
に
し
、
上

限
額
を
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

学
童
ク
ラ
ブ
を増

築
し
ま
す

増
額
補
正　
４
３
８
８
万
円

　
駒
寄
第
３
学
童
ク
ラ
ブ
を
増

築
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
定
員

が
40
人
増
え
ま
す
。
完
成
は
令

和
６
年
度
末
の
予
定
で
す
。

駒寄第３学童クラブ

タクシー利用助成券

見本

ミニ解説
※
よ
し
タ
ク

タ
ク
シ
ー
運
賃
等
助
成
事
業
の

こ
と
で
、
高
齢
者
な
ど
が
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
際
の
運
賃
の

一
部
を
町
が
助
成
し
て
い
ま
す
。
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　令和６年第３回定例会

議会でこんなことを決めました
ɹྩ࿨̒೥ୈ̏ճఆྫձ͕։ձ͞Ε·ͨ͠ɻձظ͸݄̎̕೔͔Β��೔·Ͱͷ��೔ؒͰͨ͠ɻબ݅̍ڍɺ
ٞҊ��݅ɺೝఆ̓݅ɺಉҙ̍݅ɺҕһձൃ͕ٞ̎݅ఏҊ͞Εɺ͍ͣΕ΋ࢍ੒ଟ਺ͰՄܾ͠·ͨ͠ɻ·ͨɺ
੥݅̍ئΛҰ෦࠾୒ͱ͠·ͨ͠ɻ

▲インフルエンザ
　予防接種に
　ついてはこちら

▲新型コロナウイルス
　ワクチン接種に
　ついてはこちら



駒
寄
小
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
修
繕
し
ま
す

増
額
補
正　
２
５
５
万
円

　
駒
寄
小
の
中
校
舎
に
あ
る
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
校
舎
の
建
設

時
に
設
置
さ
れ
て
か
ら
20
年
ほ

ど
経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
た
め
、
修
繕
工
事
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
校
舎
や
設
備
の
修

繕
に
対
応
す
る
た
め
関
連
予
算

の
増
額
を
行
い
ま
し
た
。

道
路
緊
急
補
修
費
用
が

増
額
さ
れ
ま
す

増
額
補
正　
１
０
２
０
万
円

　
町
道
に
空
い
た
穴
や
、
路
肩

の
状
況
が
危
険
な
場
所
を
緊
急

補
修
す
る
た
め
の
費
用
の
増
額

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
集
中

豪
雨
に
よ
る
側
溝
の
増
水
の
影

響
で
、
周
辺
の
住
宅
が
浸
水
す

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
下
野
田

地
区
の
排
水
路
の
整
備
事
業
を

２
件
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

賛
否
一
覧

病
児
の
預
か
り
事
業
を

補
助
し
ま
す

増
額
補
正　
５
９
４
万
円

　
こ
れ
ま
で
の
病
後
児
保
育
に

加
え
て
、
１
日
当
た
り
３
人
ま

で
の
病
児
の
保
育
が
新
た
に
開

始
さ
れ
る
た
め
、
事
業
を
行
う

町
内
の
小
児
科
に
「
病
児
保
育

事
業
補
助
金
」
を
支
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

事業を行う小児科

排水路整備を行う交差点（下野田）

選
挙
管
理
委
員
を
決
め
ま
し
た

　
選
挙
管
理
委
員
お
よ
び
補
充
員
の
任
期
が
９
月
20
日
で
満
了

と
な
る
た
め
、
議
会
で
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。
選
挙
は
指
名
推

薦
で
行
い
、
次
の
人
が
当
選
し
ま
し
た
。
任
期
は
４
年
で
す
。

新
し
い
教
育
委
員
を
同
意
し
ま
し
た

　
教
育
委
員
と
し
て
新
た
に
八
髙　
泉
さ
ん
（
北
下
）
を
任
命

す
る
こ
と
に
、
議
会
は
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
は
教
育
委
員
会
の
審
議
の
ほ
か
、
学
校
行
事
・
会

議
へ
の
参
加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
ま
す
。
任
期
は
４

年
で
す
。

　
補
充
員

　
　
石い

し
い井　

義よ
し
は
る治

さ
ん
（
大
久
保
）　　
眞ま

し
も下　

吉よ
し
ゆ
き之

さ
ん
（
漆
原
）

　
　
森も

り
た田　

　
潔き

よ
しさ

ん
（
北
下
）　　
　
儘ま

ま
だ田　

良よ
し
ゆ
き幸

さ
ん
（
上
野
田
）

駒寄小エレベーター
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阿
あ く ざ わ

久澤  茂
しげる

さん
（大久保）

八
や こ う

髙　 泉
いずみ

さん
（北下）

神
じんぐう

宮  辰
た つ お

夫さん
（下野田）

萩
はぎわら

原  鈴
す ず よ

代さん
（漆原）

小
こばやし

林  稔
としゆき

幸さん
（小倉）

選挙管理委員



　HiBALI プランは、吉岡町が策定した教育推進の
基本構想。Hill-town Basis toward the Active 
Learning Innovation の頭文字をとった造語。町
の鳥「ひばり」にちなんでいます。ICT を活用し、
子どもたちの「自分で考える力」を育む先進的な取り
組みが大きく評価され、群馬県知事をはじめ、県内
外や海外から多くの機関・団体が視察に来ています。

Ｑ　現在、小・中学校では２つの学習支援ソフトを
使用しているが、高額な費用がかかっているので、
普段の授業や宿題で効果的に利用していけるよう
取り組んでいただきたいが。

Ａ　月ごとの利用状況は把握できているので、実態を
見ながら、教育委員会事務局から各学校に働きかけ
ている。今後は児童・生徒に貸与している端末（パ
ソコン・タブレット）の更新が予定されているので、
その更新に合わせて、学習支援ソフトの選考や、そ
の利用の仕方についても十分検討していきたい。

　現在、吉岡町は学童保育のニーズが高まり、学童
クラブの新築が続いています。令和５年度は、認定
こども園駒寄幼稚園が事業主体となり、定員 80 人
の学童クラブを整備しました。これにより、待機児童
を出すことなく保育環境の充実を図ることができまし
た。吉岡町は令和４年度から３年連続で待機児童ゼ
ロを持続しています。

Ｑ　新たな学童クラブの新築で、定員は何人増にな
ったのか。

Ａ　定員が 30 人増となり、駒寄幼稚園学童クラブ
全体の定員は 80 人となった。

Ｑ　学童の支援員の担い手不足という課題がある。
安定した支援員の確保について、今後どのように
取り組む考えなのか。

Ａ　支援員不足を解消するため、どのような対策を
取ったらよいのか、指定管理者の社会福祉協議会と
協議している。

HiBALIプラン関連費用

学童クラブを新たに開設

学習用情報端末リース料
…１４７５万円

学習支援ソフトの使用料
…１６４３万円

ICT 支援員派遣委託料
…５０１万円

駒寄幼稚園への施設整備補助金
…６１２６万円

情報端末を活用した授業（駒寄小）

新たに開設された駒寄幼稚園学童クラブ
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　令和５年度

町の決算を審査しました
　議長以外全員が所属する予算決算常任委員会が開会され、議長から付託された令和５年度決算を審査し、
それぞれ賛成多数で認定しました。委員会での主な質疑答弁、一般会計ほか各会計決算状況を紹介します。



デジタル田園都市国家構想交付金事業 …１９１０万円

能登半島地震の被災地支援 …３２万円

会　計　名 歳　　入 歳　　出
一般会計 ８１億５８３０万円 ８１億　６２６万円

特
別
会
計

学校給食事業 １億３９５５万円 １億３８８４万円
国民健康保険事業 １８億７７３５万円 １８億５６０６万円
介護保険事業 １５億５４４６万円 １４億５４６０万円
後期高齢者医療事業 ２億５１０７万円 ２億４５７０万円

企
業
会
計

水道事業
収益的収支 ４億４３９６万円 ４億１７３４万円
資本的収支 ３０００万円 ９６７５万円

下水道事業
収益的収支 ４億５３１４万円 ４億２７６３万円
資本的収支 ２億１６９７万円 ３億２９３８万円

（万円未満は四捨五入）令和５年度  会計別  決算ここも大事

繰越金
1億8250万円

分担金・負担金
263万円

その他収入
2億5981万円

地方交付税
14億5851万円

町債（借入金）
1億7524万円

その他交付金等
7億6057万円

議会費
8967万円

総務費
9億8042万円

民生費
35億8232万円

衛生費
8億2204万円

農林水産業費
3億2691万円

土木費
5億7723万円

消防費
3億5958万円

教育費
8億1521万円

借金返済金
4億6701万円

その他
8587万円

国・県支出金
24億1728万円

0.00.20.40.60.81.0

歳出
81億
626万円

町民の皆さんから
の税金など

高齢者・障害者福
祉や保育園、児童
手当など

行政の格差をなくすため
国から交付されたお金 予防接種・健診、

ごみ処理など

道路・橋・公園
などの維持補修
など

国・県などから
の補助金など

戸籍、交通安全、
選挙など

給食や小・中学校・スポーツ
施設の維持管理など

依
存
財
源
・１ ％

自 主

財
源
・９
％59
40歳入

81億
5830万円

町税
29億176円

　石川県内
う ち な だ

灘町への支援物資として、
町の備蓄から携帯トイレ２４００個を
提供。また、パックご飯とレトルト食
品それぞれ４００食を購入し提供し
ました。

Ｑ　内
う ち な だ

灘町には、どのような経緯
で支援することになったのか。

Ａ　以前に議会が視察に行った
ことがあったので支援先に決定
した。

 

セミセルフレジ

提供した支援物資

　役場窓口にキャッシュレス対応の
セミセルフレジ、Web での口座振替
の手続きを可能とする受付サービス、
マイナンバーカードにより各種証明
書を発行できるマルチコピー機や AI
を用いた議事録作成支援システムを
導入しました。

Ｑ　今後の交付金の申請について
はどのように考えているのか。

Ａ　令和５年度の事業の検証も
あり、令和６年度は申請しなか
ったが、令和７年度については
申請の方向で庁内での検討を進
めている。
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委
員
会
審
査
報
告

人
権
重
視
・
暴
力
追
放
は
重
要

　
住
民
間
や
自
治
会
内
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

は
、
議
会
は
不
介
入
で
あ
る
べ
き
で
す
。
し
か

し
、
人
権
重
視
の
取
り
組
み
や
暴
力
追
放
の
一

層
の
推
進
と
、
町
の
刊
行
物
が
住
民
に
適
正
に

届
く
こ
と
は
重
要
で
す
。こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

議
長
よ
り
町
長
へ
の
申
し
入
れ
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
趣
旨
で
の
意
見
一
致
が
あ
り
、
請

願
項
目
１
・
２
を
一
部
採
択
と
し
ま
し
た
。

町
長
へ
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た

１　
人
権
重
視
の
取
り
組
み
の
一
層
の
推
進

２　
暴
力
追
放
の
取
り
組
み
の
一
層
の
推
進

３　
広
報
な
ど
町
の
刊
行
物
の
適
正
な
配
布
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　総務産業常任委員会・文教厚生常任委員会

請願を連合審査しました
　９月 10 日に総務産業常任委員会が開会され、議長より付託された請願の審査について、文教厚生常任
委員会と連合審査し、賛成多数で一部採択としました。

件名・請願項目 提出者・紹介者 委員会結果 結果

請願
第２号

自治会に関する請願
請願項目
１　町内の嫌がらせ行為（人権問題）に対する指針
２　暴力団などの反社会的勢力への住民の向き合い方への
　示唆
３　自治会内で起こった名簿削除事件の解決

髙濱　英俊 
紹介者　小池　春雄

一部採択 
（全会一致）

一部採択 
（全会一致）

総務産業常任委員会
委員長　冨岡　栄一

議長　廣嶋　隆

請
願
と
陳
情

　
町
政
に
つ
い
て
要
望
や
意
見
な
ど
が
あ
る
場
合
、
町

議
会
に
対
し
て
請
願
書
や
陳
情
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
。
議
員
の
紹
介
が
あ
る
も
の
を
「
請
願
」、

な
い
も
の
を
「
陳
情
」
と
区
別
し
て
い
ま
す
。

連
合
審
査
と
は

　
議
案
の
内
容
が
他
の
委
員
会
の
所
管
事
項
に
関
連
す

る
事
件
で
あ
る
場
合
に
は
、
必
要
に
よ
り
当
該
委
員
会

と
協
議
し
て
、
連
合
し
て
審
査
を
行
う
も
の
で
す
。

 

こ
こ
が
知
り
た
い

　

 

ギ
カ
イ
の
イ
ロ
イ
ロ

　
　
請
願
・
陳
情
の
提
出
（
請
願
は
議
員
の
紹
介
が
必
要
）

　
　
【
本
会
議
】　
議
会
へ
の
上
程　
委
員
会
付
託

　
　
【
委
員
会
】　
委
員
会
で
の
審
査

　
　
【
本
会
議
】
審
査
結
果
の
報
告　
討
論
・
表
決

　
　
請
願
・
陳
情
者
へ
の
通
知　
意
見
書
な
ど
の
送
付

請
願
・
陳
情
の
進
め
方



請
願
の
一
部
採
択
と
は

　
請
願
の
一
部
採
択
と
は
、
提
出
さ
れ
た
請
願
の
一
部
ま

た
は
項
目
を
指
定
し
て
採
択
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
ま

た
、
請
願
の
趣
旨
は
妥
当
で
あ
る
が
、
実
現
性
の
面
で

確
信
が
持
て
な
い
と
い
っ
た
場
合
に
「
趣
旨
採
択
」
と

い
う
議
決
方
法
も
あ
り
ま
す
。

議
案
の
上
程
と
は

　
議
長
が
議
案
を
議
題
と
す
る
こ
と
で
す
。

審
議
と
審
査
の
違
い
と
は

　
審
議
と
は
、
本
会
議
で
議
案
な
ど
の
説
明
・
質
疑
・

討
論・採
決
を
行
う
一
連
の
過
程
の
こ
と
で
、
審
査
と
は
、

委
員
会
で
付
議
事
件
の
質
疑
・
討
論
を
し
、
委
員
会
と

し
て
の
結
論
を
出
す
一
連
の
過
程
の
こ
と
で
す
。

委
員
会
付
託
と
は

　
議
会
の
議
決
を
要
す
る
事
件
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
に
先
立
っ
て
詳
し
く
検
討
を
加
え
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
担
当
の
委
員
会
に
審
査
や
調
査
を
委
託
す
る
こ
と

で
す
。

学校給食費の無償化を求める意見書（国に提出したもの）
　平成１７年に食育基本法が制定されたことを踏まえた平成２０年の学校給食法の改正により、同法の目的である
学校における食育の推進が規定されたところである。その意義は大きく、教科学習とともに学校教育の大きな柱と
なっている。
　学校給食法では、学校給食は、児童および生徒の心身の健全な発達に資するものであり、かつ児童および生徒の
食に関する正しい理解と適切な判断力を養う上で重要な役割を果たすものであるとされている。
　しかし、給食費の無償化を実施するにあたり、全国の自治体はその財政力から無償化の実施が困難な自治体もあり、
実施している自治体であってもその財源確保に苦慮している実態がある。義務教育における多岐にわたる保護者負
担の増大に対処するためには、学校給食費の無償化を子ども、子育て政策に位置づけることも重要である。学校教
育の一環としての豊かな学校給食を保障するとともに、全国のあらゆる学校での給食費を無償とするには、国の財
政措置が必要不可欠である。
　よって、国に対し、学校給食費の無償化の実現のため、十分な財政措置を講じることを強く求めるものである。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
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　小・中学校給食費無償化

国と県に意見書を提出しました
 

こ
こ
が
知
り
た
い

　

 

ギ
カ
イ
の
イ
ロ
イ
ロ

　９月 13 日に本会議終了前に予算決算常任委員会が開会され、委員会発議で小・中学校の給食費の無償
化を求める意見書を国と県に提出することが決まり、国と県にそれぞれ提出しました。

件名・要旨 提出者 結果

発委
第２号

給食費の無償化を求める意見書の提出について…国に対し、学校給
食費の無償化の実現のため、十分な財政措置を求めるもの

予算決算常任委員会
委員長　飯島　衛

可決
（全会一致）

発委
第３号

給食費の無償化を求める意見書の提出について…県に対し、学校給
食費の無償化の実現のため、十分な財政措置を求めるもの

予算決算常任委員会
委員長　飯島　衛

可決
（全会一致）


